
緑の流域治水の推進と五木村・相良村の振興について

１ 【裏面あり】

報告事項１

・国において、昨年１１月１４日に「環境影響評価方法レポート」を公表。

・一般からの意見、学識経験者及び関係市町村長の意見を踏まえ、本年４月２４日

に知事意見を国に提出。

・６月５日に、国の｢流水型ダム環境保全対策検討委員会｣が開催され、流水型ダムの

大型水理模型実験を視察されるとともに、ダムの施設の検討状況等について審議。

・今後、知事意見や委員会の意見等を踏まえ、国において、調査・予測・評価を行い、

その結果等を記載した環境影響評価準備レポートが、作成・公表される予定。

１ 「緑の流域治水」の主な取組状況

（１）新たな流水型ダムの環境アセスメントの進捗状況

令和５年６月６日 第７回球磨川流域治水協議会 開催

（３）球磨川流域治水協議会について

出席者：知事、九州地方整備局長、九州農政局長
九州森林管理局長、熊本地方気象台長
球磨川流域市町村長

議 題：流域治水プロジェクトの更新及び取組状況
の報告 等

写真（仮）

（２）「緑の流域治水」の見える化の取組みについて

・本年３月、球磨川流域の地形や河川の特徴、｢緑の流域治水｣の取組み内容を分か

りやすく伝える動画・立体地図・パンフレットを作成。

・現在、このコンテンツを活用して、球磨川流域の児童・生徒への出前講座や防災

主任研修での説明等の学校現場への取組みとともに、各市町村の防災会議の場を

活用して、｢緑の流域治水｣の取組みを発信。さらに、知事の定例記者会見や県政

テレビを活用(6/30放送予定)し、流域住民のみならず、広く県民にも情報を発信。

・引き続き、あらゆる機会を通じて、｢緑の流域治水｣に対する県民の理解を深め、

更なる取組みの推進につなげていく。

令和５年６月２１日
球磨川流域復興局付・河川課



２

２．五木村・相良村の振興について

（１）五木村の振興

（２）相良村の振興

・これまで国・県・五木村において、村の新たな振興計画の策定に向け、協議を重ね

てきたが、本年５月１５日、新たな振興計画を三者で合意。(計画概要は別添のとおり)

・６月４日には、知事・木下村長出席のもと、村民説明会を開催し、知事から五木村

の振興にかける決意を伝えるとともに、新たな振興計画の内容を村民に説明し、御

意見等を聴取。

・県としては、新たな村の振興に向け、村民の皆様の声を受け止め、村民と一緒に

なって振興を進めていくことができるよう、五木村に新たに２名の職員を派遣する

とともに、五木村役場内に「熊本県五木村振興相談室」を６月１９日から開設。

・今後、国・県・村が一体となり、村の新たな振興に取り組んでいく。

・本年３月「第２回相良村振興推進会議」を開催し、昨年１０月に相良村から提案

いただいた村の振興策に対する県の取組みを知事から吉松村長に手交。

・５月２１日には、村主催の村民説明会において、知事が相良村の振興に対する考え

をお伝えするとともに、村の振興策に向けた県の取組みを説明し、村民の皆様から

様々な御意見等を聴取。

・今後とも、村の意向を踏まえながら、相良村の振興が目に見える形で進んでいくよ

う、必要な取組みを進めていく。



“ひかり輝く”新たな五木村振興計画【概要版】

１ 五木村の現状と課題 ３ 計画の着実な実現に向けて

くねぶハンドクリーム

くねぶサイダー

渓流ヴィラITSUKI

特定地域づくり事業協同組合認定証交付式

ヒストリアテラス五木谷

“ひかり輝く”
新たな五木村振興計画（R5～,第1期5年間）ふるさと五木村づくり計画

（H21～） ・時代の変化に応じた新たな振興策
・五木村からの新たな提案項目 等

具体的な実施計画は
毎年度、国・県・村
で協議の上、決定

協議が整った事業・取組みから速やかに着手

“ひかり輝く”新たな五木村振興計画
（第1期 基本計画） （第2期～ 基本計画）

R7年度

実施計画

R8年度

実施計画

R5年度

実施計画

R6年度

実施計画

R9年度

実施計画

R10年度

実施計画

２ 計画の体系

球磨川流域復興局付・河川課

報告事項１（別添資料）



“ひかり輝く”新たな五木村振興計画（計画の体系） 別 紙



 

1 

 

 
 
 
「水俣湾環境対策基本方針」に基づく水俣湾の環境調査結果 
及び水俣湾埋立地の点検・調査結果（令和４年度） 

 

環境保全課・港湾課・都市計画課 

 
１ 水俣湾の水質等の水銀調査結果・・・・・・・・[環境保全課] 
 

（１）調査の趣旨 

平成１３年（２００１年）３月１４日付けで策定した「水俣湾環境対策基本方針

（水俣湾魚介類の安全確認後の対応について）」に基づき、中長期的視点から水俣

湾の環境状況を把握するため、平成１３年度（２００１年度）から毎年、水質、底

質、埋立地周辺地下水及び魚介類の水銀含有量等について調査を実施している。 

 

（２）調査項目、調査時期等 

調査項目 調査時期等 

水 質 2地点 年4回（6、8、10、2月） 

底 質 3地点 年1回（10月） 

地下水 2地点 年2回（8、2月） 

魚介類 湾 内 年1回（7月） 

 

（３）調査結果 

ア 水質及び地下水ともに、全ての調査において総水銀は検出されなかった。 

イ 底質については、総水銀は３地点全て「水銀を含む底質の暫定除去基準値

（25ppm）」を超えなかった（最大で 4.6ppm）。 

ウ 魚介類については次のとおりで、暫定的規制値を超えなかった。 

（単位：ppm） 

魚種 項 目 令和４年度 
暫定的 

規制値 

カサゴ 
総水銀  0.33 0.4 

ﾒﾁﾙ水銀  0.23 0.3 

ササノハ

ベラ 

総水銀  0.16 0.4 

ﾒﾁﾙ水銀  0.11 0.3 

  (注)暫定的規制値とは 

魚種ごとに総水銀含有量の平均値が 0.4ppm を超え、かつ、メチル水銀含有量の平均値が 

0.3ppm を超えるものをいう。「水銀に係る環境調査の取扱いについて（昭和４８年１０ 

月３日付け環境事務次官・農林事務次官・通商産業事務次官通知）」 

 

 （４）今後の対応 

令和５年度（２０２３年度）も、同様の調査を予定している。 

 

報告事項２ 

令和５年（2023 年）６月２１日 
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２ 水俣湾埋立地の点検・調査結果・・・・・・・・・[港湾課・都市計画課] 

 

（１）点検・調査の趣旨 

水俣湾埋立地の点検・調査は、「水俣湾環境対策基本方針」に基づき、埋立地の安

全性の確認と必要な補修を把握することを目的として、平成１３年度から毎年実施し

ている。点検・調査の内容は、「水俣港埋立地管理補修マニュアル（令和５年３月改

訂）」による。 

 

（２）点検・調査項目、調査時期等 

点検・調査項目 調査対象 調査時期 

水質検査 
埋立地護岸前面海域（６地点） 

埋立地内地下水（２地点） R4.10～R5.3 

（年１回） 地盤調査 埋立地全域（約５８ha） 

構造物変状調査 護岸・岸壁・物揚場・水路（約５km） 

 

（３）点検・調査結果 

  ア 埋立護岸前面海域（６地点）及び埋立地内地下水（２地点）を採水し調査した結

果、総水銀は検出されなかった。 

イ 埋立地全域での水準測量(標高の測定)の結果、異常な沈下及び陥没は見られな 

かった。 
   

ウ 埋立地外周施設(護岸・岸壁・物揚場)及び水路における変位・劣化・損傷及び 

鋼材の腐食状況調査の結果、構造に影響を及ぼすような変状等は見られなかっ 

た。 

 

 （４）今後の対応 

令和５年度（２０２３年度）も、同様の点検・調査を予定している。 


